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小
説
の
名
手
・
浅
田
次
郎
の
お
し
ゃ
れ
な
ラ
ブ
・
コ
メ
デ
ィ

小
泉
八
雲
の
名
作
・
短
編
を
朗
読
Ｇ
Ｅ
Ｎ
の
語
り
で
魅
せ
る

中宮サロン第２５回例会

２
０
０
８
年
12
月
13
日
（土
）14
時
開
演
（13
時
半
開
場
）

枚
方
サ
ン
プ
ラ
ザ
生
涯
学
習
市
民
セ
ン
タ
ー
５
階
・視
聴
覚
室

2009年 第7回定期公演のお知らせ

2009年7月25日(土）・26日(日）

一心寺シアター倶楽 演目未定

ぜひ新しい朗読ＧＥＮをご覧ください。

詳細はホームページでもお知らせします。

http://book.geocities.jp/roudokugekidangen/

●お問合せ 秋山 0742 ‒ 48 - 8688
akikan@m4.kcn.ne.jp



＊

耳
な
し
芳
一

あ
ら
す
じ

７
０
０
年
あ
ま
り
昔
、
平
家
と
源
氏
の

争
い
の
最
後
の
合
戦
が
行
わ
れ
た
下
関

海
峡
の
壇
ノ
浦
で
は
、
今
で
も
妙
な
こ
と

が
一
杯
見
聞
さ
れ
る
。
生
き
霊
が
夜
半
、

船
を
沈
め
よ
う
と
し
た
り
、
泳
い
で
い
る

人
を
水
中
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た

り
・・
・
・。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
死
者
を
鎮
め

る
た
め
に
阿
弥
陀
寺
が
建
て
ら
れ
た
。

そ
の
寺
の
住
職
に
招
か
れ
て
寺
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
芳
一
と
い
う
盲
目

の
琵
琶
法
師
で
あ
っ
た
。

あ
る
夏
の
夜
、
住
職
が
法
事
に
呼
ば

れ
た
後
、
芳
一
が
縁
で
涼
ん
で
い
る
と
、

甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
武
士
が
訪
ね
て
き

て
、
「
主
君
が
そ
な
た
の
琵
琶
を
聞
き
た

い
と
仰
せ
な
の
で
、
一
緒
に
ま
い
れ
」
と

恐
ろ
し
い
声
で
言
う
。
武
士
の
命
に
そ
む

く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
芳
一
は
そ
の
後
に

従
っ
て
で
か
け
、
な
ん
と
も
大
き
な
館
に

入
っ
た
。
さ
て
、
芳
一
が
連
れ
て
行
か
れ

た
先
は
い
っ
た
い
・
・
・・
・
・・。

＊

佳

人

あ
ら
す
じ

商
社
に
勤
め
る
新
一
は
、
妻
和
江
と

共
に
都
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
っ
て
郊
外
の

一
戸
建
て
に
引
っ
越
し
た
。
そ
れ
と
い
う

の
も
70
歳
に
な
っ
た
新
一
の
母
を
引
き

取
る
た
め
で
あ
る
。

元
旦
の
午
後
、
山
梨
か
ら
や
っ
て
来
た

母
は
い
つ
も
の
よ
う
に
見
合
い
写
真
を

取
り
出
し
、
「
誰
か
い
い
人
い
な
い
か
ね
」

と
息
子
に
言
う
。
し
か
し
和
江
は
気
に

入
ら
な
い
。
が
、
結
局
、
新
一
は
母
に
押

し
切
ら
れ
、
見
合
い
相
手
と
し
て
部
下

の
吉
岡
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
る
。

38
歳
で
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
よ
う
な

男
前

の
吉
岡
は
女
子
社
員
に
大
も
て
な
の
だ

が
、
な
ぜ
か
振
り
向
き
も
し
な
い
。

さ
て
、
翌
二
日
の
朝
、
吉
岡
は
颯
爽
と

や
っ
て
く
る
が
・・
・
・・
・。

〜

作
者
紹
介

〜

○

小
泉

八
雲

（１
８
５
０
〜
１
９
０
４
）

本
名
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・ハ
ー
ン
、
ギ
リ
シ
ャ

生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
。
の
ち
日
本
に
帰

化
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
に
育
ち
、

20
才
の
時
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
職
業
を

転
々
と
し
な
が
ら
、
文
学
修
行
、
新
聞

記
者
と
な
る
。
や
が
て
日
本
に
関
心
を

持
ち
」
「
ハ
ー
バ
ー
ス
・マ
ン
ス
リ
ー
」
特
派

員
と
し
て
日
本
を
訪
れ
る
。
時
に
明
治

23
年
４
月
。
直
ち
に
「
ハ
ー
バ
ー
ス
」は
辞

任
し
、
松
江
の
中
学
校
、
師
範
学
校
の

英
語
教
師
と
な
り
、
旧
藩
士
の
娘
・小
泉

セ
ツ
と
結
婚
。
日
本
文
化
の
探
求
に
向

か
う
よ
う
に
な
る
。
明
治
24
年
か
ら
３
年

間
、
熊
本
の
第
５
高
等
学
校
の
教
壇
に
立

ち
、
明
治
27
年
か
ら
２
年
間
、
神
戸
の
英

字
新
聞
「ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
記
者
生
活
を
送

る
。
こ
の
間
九
州
・中
国
・
四
国
・近
畿
な

ど
を
旅
行
し
、
「知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
面

影
」
「
東
方
か
ら
」
を
ア
メ
リ
カ
で
出
版
。

明
治
29
年
日
本
に
帰
化
。
同
じ
年
東
京

帝
大
講
師
と
し
て
英
文
学
を
担
当
す
る
。

キ
ャ
ス
ト

＊

耳
な
し
芳
一

芳
一

・・・・・・・
秋
山

多
佳

武
士

・・・・・・・
清
水

光
恵

老
女

・・・・・・・
垣
内

浩
子

寺
男

・・・・・・・
太
田

淑
子

木
村

幸
子

和
尚

・・・・・・・
田
中

章
恵

＊

佳

人

新
一

・・・・・・・
山
岡

く
み
子

母

・・・・・・・

辻
本

由
美

和
江

・・・・・・・
福
嶋

左
知
子

吉
岡

・・・・・・・
田
中

章
恵

ス
タ
ッ
フ

構
成
・演
出

・・・・
秋
山

多
佳

音
響

・・・・・・・・・
山
本

弘
子

協
力

・・・・・・・・・
久
米

裕
喜
代

田
中

仁
美

現
代
文
学
を
も
含
む
欧
米
文
学
の
鑑
賞
・

批
評
を
中
心
と
す
る
個
性
的
・文
学
的
な

講
義
は
学
生
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

明
治
36
年
辞
職
の
際
は
留
任
運
動
が
起

こ
っ
た
。
翌
年
東
京
専
門
学
校
講
師
と
な

り
「怪
談
」
を
発
表
し
た
が
、
狭
心
症
の
た

め
急
逝
。
明
治
初
期
の
外
国
人
教
師
の
一

人
と
し
て
、
日
本
お
よ
び
日
本
人
の
真
髄

の
全
体
的
な
研
究
・
理
解
・
紹
介
を
目
指

し
た
最
初
の
外
国
人
と
し
て
、
そ
の
功
績

は
大
き
い
。

〜

作
者
紹
介

〜

○

浅
田

次
郎

（１
９
５
１
〜

）

東
京
生
ま
れ
。
13
才
の
時
「
小
説
ジ
ュ
ニ

ア
」
に
小
説
を
初
投
稿
。
以
後
高
校
生

時
代
か
ら
、
大
學
１
浪
の
後
、
三
島
由

紀
夫
の
死
を
探
求
す
る
た
め
に
入
隊
し

た
陸
上
自
衛
隊
時
代
を
含
め
30
才
過

ぎ
ま
で
、
群
像
・文
学
界
・
新
潮
・文
芸
・

す
ば
る
な
ど
の
新
人
賞
に
応
募
す
る
も

こ
と
ご
と
く
没
と
な
る
。
87
年
36
才
で

「自
衛
隊
の
裏
は
天
国
か
」
が
文
壇
デ

ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
と
な
る
。
95
年
「
地
下

鉄
に
乗
っ
て
」
で
吉
川
英
治
文
学
新
人

賞
、
97
年
「
鉄
道
員
」で
直
木
賞
を
受
賞

後
、
大
ブ
レ
ー
ク
。
バ
ラ
エ
テ
イ
に
富
ん
だ

作
風
で
読
者
を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。

00
年
「
壬
生
義
士
伝
」で
柴
田
錬
三
郎

賞
を
受
賞
し
た
。
「
椿
山
課
長
の
７
日

間
」
、
本
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「
薔

薇
盗
人
」、
映
画
・舞
台
化
さ
れ
た
「
憑

神
」な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
る
。

【平家琵琶】

平家物語を語る時に
「クワラリン」「ジャン」
「テン」「ツン」
「シャン」「トン」
と鳴らします

メ
ト
ロ

ぽ
っ
ぽ

や


